



Deflection of Sodium四Si 1 icate Self- Hardening Mold 
at a High Temperature. 
Minoru YOHDA， Toshio NAKADA 
In order to appreciate the movement of the mold wall by the pressure of the poured mol ten metal， the 
deflection test at a high temperature is usually adopted. 
Therefore in these experiments， the authors have investigated about the properties of the self-hardening 
mold by considering chiefly the value of mold deflection at a high temperature. 
Resul ts obtained were as follows : 
( 1 )lt is necessary to add the sodium-silicate and the slag in proper ratio and in proper amounts. 
(2 )Generally， when the reclaimed sand is reused， the deflection value usually will become larger. 
But， we recognized that when some amounts of the reclaimed sand which were exposed at a high 







































No. モノレ比 B品 Na.O SiO. 比 重
1 2.31 52.6 14.52 32.53 1.55 
2 2.60 47.6 11.84 30.83 1.46 
3 3.00 42.9 9.85 29.55 1.42 










すばやく5 0 mmØX5 0 mmhの試験片を作成 し， 24時間
放置後，2 00 'C ，40 0 'C ，6 0 0 'C ，80 0 'C ，1 0 0 0 'C ，12 0 0 'Cに
保持 された 炉の中で一定時間放置後大気 中で冷却 し
破砕 したものを古砂として実験に使用した。










粒度(μ) > 149 149-74 












水ガラスはモル比 2 .3 ，2.6 ，3 . 0 ，3 .2の各種を使用
じ配合はけい砂 10 0 ， 水ガラス 6 ， フエロクロムス
ラグ 3 を基本配合としてシンプソンミル (容量10 kg，
3 6rpm) で一定時間混練 し，混練後ただちにたわみ試
験片 2 0 mmロX2 0 園田ロX12 0 mmt を作成 して一定条件中
(気 温3 0 'C湿度70 %)に 設定された 恒 温 恒 湿器で24時
間放置後， シリコニット炉で一定速度で10 0 0 'Cまで




図 -1 に高温たわみ試験方法， 図 -2 に鋳物砂中に
含まれてい ゐ アル カリ分の溶出方法を 示 す。 なお ア





( 1) 凶 じI Id bI凶醐Og �秤量
ω凶凶凶凶凶純水1∞∞を添
加
( 3) 凶 凶 凶 b1 � 術品主主
仏) 凶 IcJ bJ凶 凶 ン最下一一
(5) 赤 赤 赤 無 無 色を見る
中和点と定義
砂中のアルカリ%は 酸性に変ったときのINHCl の cc
数を用い， 次式により計算した。
(INHCl cc数)X (40 $' )(NaOHの分子量)X 1 0 0 
1 0 0 0 (cc) X5 0 ( $' ) (試料の重量)





図 -3 (a)に水力、ラスモル比 2.3 ，2. 6 ，3 . 0 ，3 .2の各



















水7ゲラスの添加量 ( 4 ， 5 ，  6 ，  7 ， 9 %) を変
化した場合の常温抗圧力， 残留アル カリ， 高温たわ
みの関係を図 -3 (b)に示す。 これを見ると水カ守ラス
の添加量の増加とともに常温抗圧力及び残留アルカ
リは高くなっているが， しかし高温たわみは水 カ、ラ
















5- 3  フエロクロムスラグ添加量の影響
フェロクロムスラグ添加量 ( 1 ， 3 ， 5 ，  7 %) 
を変化したときの常温抗圧力，残留アル カリ，高温た
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る Fe.Oa Al.Oa MgO， CaO が多くなりこれによっ
て Ig・ Lossが大となりたわみも大きくなったものと
水ガラス系自硬性鋳型の高温たわみについて
自硬性鋳型に各々添加されている ピッチ( 0 .2 ，0 .4
0 .6%)ベントナイト( 0 .5 ，1 . 0 ，1 .5%)，澱粉(0 .1 ，0 .2 ，
0 .3 ，0 .4%)を種々添加したときの常温抗圧力とたわ















ピッチ添加量， % ベントナイト添加量， % 澱粉添加量， %
図 - 5 高温たわみに及ぼす ピッチ， ベントナイト， 澱粉添加の影響
5 - 6 古砂の加熱温度と残留アル カリ
水 カ。ラス添加量を5 ，6 ，7%と変化させたときの各
温度 (3 0 .C，2 0 0 .C， 40 0 .C ，6 0 0 .C ，80 0 .C， 1 0 0 0 .C ， 12 0 0 
.C) にさらされた後の古砂の残留アル カリ量の変化
を図 - 6 に示す。
これを見ると3 0 .C，2 0 0 .C ，40 0 .C ，6 0 0 .C付近までは残

















-企 11 5% 
図-6
養回 実・中田登志夫
5 -7 各古砂の残留アル カりとたわみ
各温度 (3 0 .C，2 0 0 .C ，40 0 .C ，6 0 0 .C ，80 0 .C ，10 0 0 .C ， 
1 2 0 0 .C) にさらきれた古砂を使用したときの残留ア




図 -7 古砂の種類とたわみ及び溶出 アル カリ量
この図から残留アル カリ量は加熱温度の上昇とと
もに減少の傾向を示し， これにともなって高温たわ
























2 0 0 .C， 6 0 0 .C ， 1 0 0 0 .C各古砂の配合割合 ( 2 0 ，40 ，60 ，
80 ，10 0 %) による常温抗圧力， 古砂中に残留する ア




常温抗圧力は前 回述べた通りであるが， 残留アル カ
リと高温たわみは各古砂配合割合の増加とともに多
くあるいは大きくなっている。 2 0 0 .C，6 0 0 .C古砂では
配合割合と残留アル カリ， たわみとの関係はほほ、同






























5)2 0 0 "C， 60 0 "C，1，0 0 0 "C各古砂配合割合を多くして
いくとたわみ， 残留アル カリは大きくなっている。
2 0 0 "C， 60 0 "C古砂は同じ傾向を示すが， 1 ，0 0 0 "C 
古砂は前2 つの古砂より小さくなっている。
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